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一 東日新聞尉品醤翻編 2月14日（火） ②

企業

の

プレゼンを聞く学生
ジ ールホテル豊橋で）

3
月
の
就
職
広
報
解
禁
を
控
え
て
認
日 、
愛
知
県
と
東
三
河
の
商
工

会
議
所
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
企
業
研
究
イ
ベ
ン
ト

が 、
盟
橋
市
藤
沢
町

の
ロ
ワ
ジ
ー

ル
ホ
テ
ル
饗
橋
で
開
か
れ
た 。
こ
の
地
域
に
本
社
や
拠
点

を
四
く
企
業
79
社
が
出
展
し 、
参
加
し
た
学
生
85
人
が
企
業
の
概
要
を

聞
い
た
り 、
個
別
に
面
談
し
た
り
し
た 。

前
半
は
県
主
催 。
25
社

の据コ者
は 、
学生
牽則

に
社
の
特
徴
な
ど
を
紹

介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

ショ
ン
を
行っ
た 。
学生

た
ち
は
業
務
内
容
や
企

業
理
念
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
聞
い
て
い
た 。

午
後
は
東
三
河
の
5

つ
の
商
工
会
議
所・
商

工
会
の
主
催
で、
合
同

企
業
研
究
フェ
ア
が
開

か
れ
た 。
79
社
全
社
が

ブ
ー

ス
を
出
展
し 、
学

生
は
関
心
を
寄
せ
る
企

業
の
担
当
者
か
ら 、
よ

県
と
東
三
河
商
議
所•
9

社
・

商

工

会

が

連

携

7
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興
味
を
持
っ
た
企
業
の
プ
ー
K
を
訪
問
す
る
学
生
ら
（
同）
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一

（ロワ

り
詳
し
い
説
明
を
聞
い

て
い
た 。

学
生
85

人
参
加

C
F

の

説
明
が
見
ら

れ
る
Q
R
コ
ー
ド

ペ
シ

愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部

豊
橋
市
に
校
舎
を
四
く
私
立
大
学
と
し

て
長
い
間
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

愛
知
大
学 。
2
0
1
1

年
に
新
設
さ
れ
た

地
域
政
策
学
部
は 、
大
学 、
学
生
と
地
域

の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
新
し
い
学
科
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る 。
特
に
学
科
開
設

時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い

る
学
生
地
域
貢
献
事
業
は 、
市
民
や
地
域

団
体 、
行
政 、
企
業
な
ど
と
有
機
的
に
つ 駒

木
・

菊
池
両
教
授
に
闘
<

な
が
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に

取
り
組
む
活
動
と
し
て
認
知
さ
れ 、
同
大

独
自
の
事
業
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る 。

地
域
政
策
学
部
地
域
政
策
学
科
ま
ち
づ

く
り・
文
化
コ
ー

ス
担
当
の
駒
木
伸
比
古

教
授
と 、
同
学
部
の
菊
池
裕
幸
教
授
は
学

科
開
設
当
初
か
ら 、
学
生
た
ち
の
貢
献
活

動
を
見
守
り 、
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た 。

地
域
政
策
学
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
通
じ
て
学

参
加
し
た
学
生
の一

人
は
「
午
前
中
に
概
要

を
知
り 、
興
味
の
あ
る

企
業
を
選
択
し
た 。
午

後
は
そ
の
中
で
目
当
て

の
会
社
を
中
心
に
詳
し

く
聞
き 、
実
り
が
あっ

た」
と
話
し
た 。

（
大
林
恭
子）

生
を
支
援
し
て
い
る 。

セ
ン
タ
ー

は
学
生
ら
の
交
流
の
場
だ 。

「
事業
に
参
加
す
る
た
め
に
は 、
企
画
宙
を

作
り 、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
を
経
て
審

査 、
華
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る 。
ス
タ
ー
ト

饂
か
ら
学
習
が
始
ま
る
と
い
え
る」
と
駒

木
教
授 。
活
動
し
た
い
と
い
う
志
の
あ
る
学

生
が
集
ま
り 、
活
動
を
通
じ
て
自
己
実
現
す

る
場
と
し
て
事
業
が
機
能
し
て
い
る
と
い

＿つ 。
「
時
に
は
テ
ー

マ
を
与
え
る
こ
と
も
あ

る
が 、
基
本
は
学
生
の
発
想
を
尊
重
す
る 。

今
の
学
生
は 、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

意
識
が
高
い 。
地
域
課
題
や
国
家
課
題
が
山

租
す
る
時
代
に
あっ
て 、
そ
の
解
決
に
取

豊
橋
創
造
大
学
生

と
地
元
企
業
連
携

豊
橋
創
造
大
学
経
営

ク
ト

に 、
東
三
河
発
の

学
部
の
学
生
た
ち
と
地

商
品
で
S
D
G
S

（
持

元
企
業
が
連
携
し
た
ク

続
可
能
な
開
発
目
標）

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

に
取
り
組
む
饗
川
市

グ
(
C
F
)「
珈
琲
の
森

の
「
フ
ァ
ー

マ
ー

ズ
パ

か
ら
生
ま
れ
た
ク
ラ
フ
ッ

シ
ョ

ン」
と
包
装
資

ト
コ
ー

ラ」
が
15
日 、

材
販
売
の
「
ト
ヨ
コ

最
終
日
を
迎
え
る 。

ン」
な
ど
複
数
の
企
業

学
生
た
ち
が
S

D

や
団
体
が
協
力
し
て

G
S

新
商
品
を
企
画・

実
施
さ
れ
た 。

実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

フ
ァ
ー

マ
ー

ズ
パ
ッ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,＇

シ
ョ

ン
は 、
ネ
パ
ー

ル

ス
マ
ー
ト

フ
ォ

ン
で
表

に
自
然
農
法
の
コ
ー
ヒ

示
さ
れ
て
い
る
ト
ッ

プ

ー
の
農
場
を
持
つ 。
そ

ペ
ー

ジ

の
森
で
育
つ
ス
パ
イ
ス

り
組
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る」 。
人
と

人 、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
認

識
し「一
人
で
は
な
い 。
手
を
取
り
合っ
て

課
題
に
立
ち
向
か
お
う」
と
い
う「
あ
る
種

の
『
お
互
い
さ
ま
意
識』
を
持っ
て
い
る 。

過
疎
化
や
人
口
減
少
が
問
題
視
さ
れ
る
中 、

地
域
の
中
に
若
者
が
飛
び
込
ん
で
い
く
こ

と
で、
地
域
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る 。
そ

れ
が
学
生
に
と
っ

て
の
充
実感 、
自
己
肯
定

感 、
自
信
に
つ
な
が
る 。
良
い
つ
な
が
り
が

で
き
あ
が
っ

て
い
る」 。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
活
動
が
し

づ
ら
か
っ

た
が 、
今
年
度 、
再
び
動
き
出
し

た 。「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
活
動
に
ど
う

S

新
暉
品
企
画
・

実
施

き
ょ
う
C
F
最
終
日

と
日
本
有
数
の
産
地
を

誇
る
東
三
河
の
大
葉
を

使っ
た
ク
ラ
フ
上
コ
ー

ラ
を
開
発
し
た 。
こ
の

C
F
を
機
に
「
製
品
化

に
踏
み
切
り
た
い」
と

し
て
い
る 。

ト
ヨ
コ
ン
は 、
い
ろ

ん
な
用
途
で
使
え
る
多

機
能
型
段
ボ
ー

ル
の
発

送
用
ケ
ー

ス
を
提
案
し

た 。
担
当
者
は
「
自
社

の
『
S

D
G

S

宣
言』

の
実
現
に
向
け 、
こ
れ

ま
で
培っ
て
き
た
ノ
ウ

S

D

G
 

ハ
ウ
を
生
か
し 、
地
域

社
会
の
課
題
解
決
に
和

榔
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い」
と
語っ
た 。

（
吉
富
恵
子）

＿
首
長
の
1
日一

日

4
 

ー

【豊梱市長】
政策会議（前

9時 、
市長室）
▽部長会議

w
e
b（同
11時 、
同）
▽

自
衛隊入隊・
入校予定者激

励会（後
1時半 、

購堂）
▽

都市計画部打ち合わせ（同

3
時 、
市長
室）
▽
防
災危

機管理課打
ち合わせ（同
4

時 、
同）
▽三
河港コンテナ

ターミナル打ち合わせ（同

4時
45分 、
同）

【豊
川市長】
定例記者会

見（前
10時 、
本
34会議室）

▽市民部打
ち合わせ（後
1

時 、
市長室）
▽危
機管理課

打ち合わせ（同
2

時 、
同）

▽
教
育
委只
会打
ち合
わせ

（同
2
時半 、
同）

【
蒲郡市畏】
定例部長会

議
Z

O

O
M（
前
8
時
40

分 、
市長室）
▽
新規採用予

定者職只へ
の市長購話（後

3時 、
3
0
3会議室）

【新城市長】
自衛隊入隊

予定者激励会（前
10時 、
4

-

2
会議室他）
▽市政
痒薔

会議（後1時 、
政策会議室）

【田原市長】
昇任昇格試

験面接（前
9時 、
政策会議

室）

【設楽町長】
新年度予g

記者発表（前
10時 、
応接室）

▽来客（後
1時 、
同）
▽町

総合教百会議（同
7時 、
会

議室）【
東栄町長】
来客（前
8

時半 、
役
均）
▽
町
即
宙
者

自立支扱協議会（同
10時 、

同）
▽町観光まちづくり協

会理事会（後
7時 、
同）

【豊様村長】
来客対応（後

1時・
同
3時 、
庁内）

一
行
事
と
動
き一

団体
【
東三
河法人会】
女性部

会
社会口献委只会・
昼食

会（前
11時 、
雌棚商工会議

所）
▽絵はがきコンクール

選考会・
役口会（後
1時 、

同）
▽県法迎
厄生
委口会

及ぴ
厚生
制度
推進
連絡
協

議会(IE午 、
名古屋大同生

命ヒル）
ロ
ータリー

【豊
橋北】
苦通
例会（後

0時半 、
ホテルアークリッ

シュ
盟桐）

【豊川宝飯】
通常例会（後

0時半 、
盟川商工会議所）

【蒲郡】
夜閻例会（後
6

時 、
蒲郡
ク
ラ
シッ
ク
ホテ

ル）【田原パ
シフィッ
ク】
通

常例会（後
7時 、
率山会館）

ライオンズ

【翠川】
理事会（後
1時

半 、
既川商工会議所）

【豊
川中】
理事会（後
5

時半 、
幽川商工会議所） 14

日

【豊梱商工
会議所】
地
域

の絆商談会（前
9時 、
3階

他）
▽致桐観光ポランティ

アガイド研
修会（同 、
5
0

5会議室）
▽法人会女性部

会社会口献委図会・
役口会

（
前
11
時 、
5
0
8

会
議室）

▽
胄年部正副会長会議（後

7時 、
5
0
6会議室）

【豊
川商工
会議所】
N
P

0
法人
束三
河
後
見セン
タ

ー
ミー
ティ
ン
グ（
前
9
時

半 、
第
3
研修室）
▽決g申

告相
談会（前
10時 、
第
5
会

議室）
▽媒
J宝飯
R
C
例会

（後
0時半 、
ホール）
▽既

川
L
C理
市会（後
1時半 、

第
2会議室）
▽
J
C人と地

域をつ
な
げる
交固
委只会

（後
5時 、
第
3
会議室）
▽

迎川中
L
C鯉
市会（後
5時

半 、
第
2
会議室）
▽胄年部

第
11
回役只会（後
6時半 、

第
1会議室）

【蒲郡商H
会議所】
梅の

会（
前
9

時 、
1
0
1

会
議

室）
▽記帳継
続指迎（前
9

時半 、
定例相談室）
▽メ
ナ

ー
ドス

プリン
グメ
イク
研

修会（前
10時 、
コンベ
ンシ

ョ
ン
ホールB)
▽税
務相談

（後
1時 、
相談室
1)
▽江閻

忠
グル
ー

プコン
ピ
ナー
ト

会議（同 、
特別会議室
1)

▽ビジナビ
経営相談（同 、

1
0
1会議室）

▽キッ
セイ

薬品工
菜（後
7時 、
同）

【豊
揺サ
イエ
ンスコ
ア】

ジェ
イ・ベ
レッ
ツァ
（前9

時 、
研修会議室
2
0
9
)

駒木教授＠と菊池教授（愛知大学で）

新
し
い
方
向
性
． 

活
動
見
い
だ
し
て

学生
地域貢献事業

取
り
組
む
か
が 、
今
の
学
生
に
与
え
ら
れ
た
課

題 。
運
営
委
員
制
度
を
設
け 、
サ
ー

ク
ル
同
土

の
横
の
連
携
強
化
も
模
索
す
る 。
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
新
し
い
方
向

性 、
新
し
い
活
動
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い」
と

両
教
授
は
期
待
す
る 。

「
東
京一
臨
集
中
が
行
き
詰
ま
る
中 、
持
続
可

能
な
地
域
経
づ
く
り
の
た
め
に
は
地
域
資
源
や

地
域
人
材
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重
要 。
東―――

河
は
商
工
農
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
地
域
で、

潜
在
的
な
力
が
強
い 。
学
生
と
の
連
携
の
中
で

そ
れ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
お
も
い
し

ろ
い」
と
も
話
す 。

学
生
と
地
域 。
つ
な
が
り
を
醸成
す
る中
で、

地
域
課
題
解
決
へ
の
新
た
な
道
筋
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
な
い 。
（

大林恭
子）
11

協カ・
愛知

大
学
※
次
回
か
ら
は
学
生
団
体
を
紹
介
し
ま
す 。

・
十


